



















田中奉行・田中勤番組頭であった高橋泥舟の書状を中心とした史料群である。岩下らが、村山家文書を知ったのは、静岡・山岡鉄舟会の手塚喜和子氏の紹介で藤枝市在住の小池吉弘氏と知り合い、小池氏に仲介していただいたことがきっかけである。村山氏 ご許可を得て、２０１３年７月、親しく調査することが きた 調査にあたったのは、岩下、藤田英昭、徳江靖子であった。調査では写真撮影を行い、そ 後、文書写真を会読した。会読は、岩下、徳江、イアン・アーシ―、服部英昭、本林義範、毛塚万里、王媛が行い、 「釈文」を作成した。また、 「目録」は徳江・毛塚が担当した。そのうえで 解題および大意・コメントを岩下が作成した。　
村山家文書の内容は、 明治１０年代から同３６年の泥舟死去までの、 泥舟の書状５６通が中心で、 それ以外のものは
































































けました。こちらでは主旨がわかれば、紙や様式が違っていてもいいのですが、田舎は「やかましき」役人が、御主旨をわからなかったのか、いつもいつも手数がかかる は困りのも 。今回の御届は下書きの通り、私が一生懸命書きましたので、戸長にそ ことをお伝えください。お静のことですが、 「神藤方へそうせきの願」を差し出す とは、当地の慣例で間に合わないとは思いますが、 いでの時に問い合わせていただけますようお願い たします。なお、貫一は健康ですので安心してください。〔コメント〕
　
泥舟が書いた出産届が、戸長に差し戻されてしまい、少し愚痴をこぼしているのが面白い。再度下書きを

























とのこと、こちらは鎮まりまし そちらは如何でしょうか。 ずれも食べ物から発症しますので、食べ物にはお気を付けください。徧通もいたって健康でい から、 安心して ださい。先日、 妻が脚気で衰弱 とても困りました。その上、子供も発熱し、やかましく４、 ５日難儀しました。昨今は妻も快方に向かい、子供も全快して ようやく手す
八二



































































































































しかし子供二人もいればやはり困ることには相違なく、こ 暮れはとても少しのお金ではおくれないと思い、親子供に当人（徧通）が引き取るように取 計らいたいと思っていた矢先に前文のような始末となりました。これも時の流れだと思います。これは、私にも隠していたようですが、徧通は先ごろ賊難に遭遇し、御預の金子を取られ、そのため疑いを受けてしばらく警察に留置されいろいろ尋問され、ようやく最近、疑惑が解け解放されたとのことです。実に思いもよら い災難で、大いに難儀したとのことで これらはあなたさまと私が高齢故、心配かけないように隠していた のこと これもついでに申し述べておきます。そのほか ろいろ申し上げたいこ もありますが、病気もあって書けないの 、あとでまた申し上げたい〔コメント〕
　
徧通が台湾で働いていたが、その妻ときが子供２人（おこう、真）を泥舟家に預けて離縁したいと言って





































困りと御察し申し上げます。最近はご快方とのことで大変喜んでいます。私も以前我妻が手紙を差し上げました通り、昨年末から流行の風邪に罹患し、前々から心臓病で弱っていましたから、殊の外危篤になり、今回はもうだめかと思いましたが、１月半ばから不思議にも少しづゝ快方に向かいました。 かし疲労が強く未だ 床に居ります次第。こんなことで筆も取れませんで、御無沙汰していましたが、最近暖かくなってきま たので 医師 進め すので楽しんでいます。体調もよくなり子供（お幸・真）両人とも健康です。お幸は婆（泥舟妻） 、真は道太郎夫婦で受け持ち育てています。しばらく
　
子供が居なかったところに子供を持つことになり、朝夕時間がない状態になりました。徧通からは久しく手





























































































































大火を聞くことが多 気が 私も昨冬からどこともなく気分が悪く弱っております。 亀吉も不順な天候故少々患って困っています。
九八




























そうに見えましたこと、お喜び申し上げます。久々 のでお構いを た ところ すが、ご承知の通りですので 構いもできず、気の毒に思います。徧通は昨冬から当春まで一通の手紙もよこさず、実際、生死のほどもわからず、今日は来るかと思いきや音信なく、徧通が世話に っている方に向けて道太郎が手紙を出しま た この頃返事がきました。それによると、手紙を送ったところにはおらず、よそに行ったままでありますが、手紙の内容は通じているようです。そんなわけで、近日中に徧通から手紙も来るかと思います。実 あきれ果てたことです。屏風一双揮毫依頼の件 承知し 。不出来ながら 土産に差し上げます。他に額面・小物。半折など少々差し上げます。何かお土産物をと思いましたが、そのお土産の代わりに 子供に夏物をと思いま が、上げて ません。当方でも道太郎も勤めもなく遊ん おり 老人の腕一本で一同を養ってい の 何事も う 任せず よくよくお察しください。この度 老人をお構 できな ことあ からずご承知くさい。私も 気は ず ずよろしい方ですが そのう
一〇〇















































































































































































































一人で留守番をして働 ており、修行するにはよろしく、安心してくださ 。この度、小野田長次郎、出京につき そちらの様子委細伺いましたが、最近は東京より物価高はさぞお困りのことと思
一一四





































































































































































見したところ御両人様仲良くお暮し 由、 慶び申し上げま なお、さらに仲良くお暮ら くださ ますよう 、これのみ心配しています。
一二二
文書６４
　
陸軍六週間現役兵合格証書
〔コメント〕
　
明治３９年４月１６日、村山みき養子徧晴が、陸軍六週間現役兵に合格したことを証する文書。静岡連隊
区司令官中野廣が発給したもの。 
（以降次号）
